
地
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
同
フ
ェ
ア
の
再

現
及
び
「SH

IRA
TA

K
A

 RED

メ

ニ
ュ
ー
」
の
提
案
を
馬
渡
シ
ェ

フ
に
依
頼
。
２
月
19
日
、
パ
レ

ス
松
風
を
会
場
に
「
春
を
待
つ

“SH
IRA

TA
K

A
 RED

” 
デ
ィ
ナ
ー 

馬
渡
シ
ェ
フ
と
味
わ
う 

白
鷹
の

宝
物
」
を
開
催
し
、
当
日
は
約

１
０
０
人
が
来
場
。
白
鷹
町
の

紅
（
あ
か
）
い
食
材
と
冬
の
食
材

を
組
み
合
わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
レ
シ
ピ
集

を
配
布
し
た
「
ご
っ
つ
ぉ
う
し
ら

た
か
」
で
も
紅
（
あ
か
）
い
食
材

を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
。

家
庭
の
食
卓
に
も「SH

IRA
TA

K
A

 

RED

」
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
と

い
う
試
み
で
す
。

「SH
IRATAKA RED

」×
音
楽

　
「
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
♪
シ
ラ

タ
カ
・
レ
ッ
ド
♪
」
の
フ
レ
ー
ズ

で
、
す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な
っ

た
「
お
ど
る
！
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ

ド
」。
昨
年
２
月
に
Ｃ
Ｄ
を
作
成

し
、
各
保
育
園
及
び
こ
ど
も
園
、

小
学
校
、
サ
ロ
ン
な
ど
で
踊
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
11

月
に
は
「
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
ダ

ン
ス
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
産
業
フ
ェ
ア

２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で

音
楽
を
流
す
こ
と
で
、「（
フ
レ
ー

ズ
が
）
耳
に
残
っ
た
」
と
町
内
外

の
多
く
の
人
か
ら
の
認
知
を
得
て

い
ま
す
。

「SH
IRATAKA RED

」×
食

　

昨
年
度
、「
紅
花
の
持
つ
特
性

を
、
食
を
通
じ
て
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
」
と
の
取
り

組
み
の
中
で
、
東
京
港
区
の
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
リ
ス
ト

ラ
ン
テ 

ラ 

チ
ャ
ウ
」
の
馬
渡
剛

シ
ェ
フ
が
来
町
。
紅
花
生
産
農
家

や
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
食
材
の
生

産
者
を
訪
問
い
た
だ
い
た
う
え

で
、同
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て「
白

鷹
の
食
材
を
使
っ
た
し
ら
た
か
産

SHIRATAKA RED 発信中特 集

“カタチ” になった「SHIRATAKA RED」

①割烹あかさか

　『秘伝豆豆乳仕込 紅花入り麦切』

②あべ工房

　『米沢牛入りごんぼ味噌』

③えびな菓子舗

　『白鷹かすてら とまと』

④工房 お富久呂

　『紅っ娘、花っ娘』

⑤小松織物工房

　『本革紅織名刺入れ』

⑥和菓子 ぬまざわ

　『羊羹 日本の紅』

⑦花専科

　『紅花ハ―バリウム』

⑧紅花音羽屋

　『紅花シャボン』

⑨深山和紙センター

　『紅花入り和紙皿』

　『ランチョンマット』

SHIRATAKA RED 開発商品一覧

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

❼ ❽ ❾

（上段：事業所名／下段：商品名）

㊤紅花の乱花とアユを使

用したリゾット　㊨ SHI
RATAKA RED メニューを

提案した馬渡シェフ
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